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会員の活動報告
(1998年11月~1999年10月）
粟野広雅
• Poulain de La Barreの Del'egalite des deux sexes (『両性平等論』）
について（『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
・ プレシューズヘの批判（関西大学仏文学会口頭発表， 1998年12月）
伊川徹
・モリエールのトゥール・ド・フランスnc『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
・『文部省認定実用フランス語技能検定試験 3•4•5 級 (1998年度）問題集』 [PP.
123~168] (駿河台出版社， 1999年3月）
• 第三世界のフランス語文学ーオセアニア・インド洋の場合—(『関西大学東
西学術研究所紀要』第32輯， 1999年3月）
• Le~on 0を生でダラダラ(《RencontresPedagogiques du Kansai 13》,
1999年10月）
• Le~on 0を生でダラダラ（第13回関西フランス語教育研究会，（於舞子ヴィラ）
に於いて口頭発表 1999年3月）
伊藤誠宏
• 《L'Astree(第一部）》における名詞の性 (genre) について— affaire, erreur, 
reprocheー （『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
大久保朝憲
• 「XはXだ」／「このXはXでない」の言語内論証理論にもとづく考察（『大阪
大学言語文化学』 vol.8, 1999年3月）
• 〈Kusattemotai》ouune etude sur quelques proverbes《tautologiques》
OU《contradictoires》enjaponais, (BERTHON, Jean-Pierre et Anne 
GOSSOT (dir.), Japon Pluriel 3, Actes du troisieme colloque de la 
Societe franfaise des etudes japonaises, Campus Michel-Ange du 
CNRS, Paris, 17-19 decembre 1998, Editions Philipe Piquier, 323-331, 
1999年9月）
・「矛盾文」の発話機能（関西フランス語学研究会口頭発表， 1999年10月）
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近江康則
• Les Tresors du Musee Sankokan (16) (Bulletin trimestriel TENRI-
KYO, 1998年1月）
• Les Tresors de la Bibliotheque~e Tenri (17) (Bulletin trimestriel 
TENRIKYO, 1999年2月）
• Les Tresors du Musee Sankokan (17) (Bulletin trimestriel TENRI-
KYO, 1999年5月）
• Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (18) (Bulletin trimestriel 
TENRIKYO, 1999年8月）
・中期フランス語における属詞の前置について（『天理大学学報』．第192輯，
1999年10月）
奥純
・『心変わり』について一ミモロジスムヘの旅—―(『仏語仏文学』第26号， 1999
年2月）
柏木治
• Lamiel —政治と情念のトポス（『仏語仏文学』第26号， 1999年 2 月）
・フランス語教育の変遷一問題と展望（『研究センター報』関西大学一般教育等
研究センター第25号， 1999年3月）
神垣享介
・『ペスト』における「共和国の像」の意味（『天理大学学報』第50巻第2号 190
輯， 1999年2月）
川神博弘
• Carnets de la dr6le de guerre (『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
北野文英
・ ヨーロッパ文化論の1つの試みーオペラ『カルメン』をめぐって一（『視聴覚
教育」第3号， 近畿大学教養部視聴覚教室,1999年2月）
・『物質と記憶』が語るであろうテクスト研究法一読書という行為の再評価．及
び自然科学的文学研究と哲学的文学研究一（『仏語仏文学』第26号， 1999年2
月）
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・語学教育法の再評価 (1)-ーフランス語の母音の発音教育について一ー（『関西
大学視聴覚教育』第22号，関西大学視聴覚教室,1999年3月）
笹倉塩子
• Les formes interrogatives au xvn• siecle a travers les oeuvres de 
Moliere(『仏語仏文学』第26号,1999年2月）
関谷一彦
・十八世紀フランスにおける一夫一婦制批判（『外国語外国文化研究』 XI, 関西
学院大学法学部外国語研究室， 1998年12月）
武本雅嗣
•他動性と受影性と身体性一与格構文をめぐって一（『仏語仏文学』第26号．
1999年2月）
・概念化と構文拡張—ー中心的与格構文から周辺的与格構文ヘ一（関西フランス
語学研究会口頭発表,1998年12月）
太治和子
• Sur le futur anterieur (Etudes de Langue et Litterature Frani;:aises, 
74, 1999年）
・過去の事柄に対して用いられる前未来について（『仏語仏文学』第26号， 1999
年2月）
田中寛一
・ ミシェル・フーコー一ー歴史領域における知識人として一（『仏語仏文学』第
26号， 1999年2月）
・ ミシェル・フーコー―歴史領域における知識人として一（近代思想研究会口
頭発表， 1999年6月）
中所聖一
・『嘔吐』における救済の問題（『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
津川廣行
・『失われた時を求めて』における「蘇生」 （『人文研究』第50巻第5分冊，大阪
市立大学文学部， 1998年12月）
246 
鄭久信
・『聖アントワーヌの誘惑」 (1874)における劇的言語 (1) (『仏語仏文学』第
26号， 1999年2月）
豊永知恵子
• 初級クラスにおけるフランス語発音の指導方法（『仏語仏文学』第26号， 1999
年2月）
・学生に教えられて（大阪経済法科大学『総合科学研究所年報」第18号， 1999年
3月）
内藤義博
・ルソーの音楽思想の形成（その二）一『イタリアオペラとフランスオペラに関
する手紙』―-(りべるたすの会『りべるたす』第12号， 1998年12月）
・ルソーの音楽思想の形成（その三）一『百科全書』の《音楽〉について一
（『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
平田重和
• M.-G. Barrier著アルベール・カミュの『異邦人』における物語技法 (A.G.
Nizet paris 1966年版，翻訳一部分）（『周辺』第21号， 1998年11月）
久野誠
・古典修辞学の分類法について（『仏語仏文学』第26号， 1999年2月）
本田忠雄
・古フランス語における条件文について一Mariede FRANCEの場合一（『仏
語仏文学』第26号， 1999年2月）
丸瀬康裕
・散文と詩のあいだーボードレール「タベの薄明」の三つの稿（関西大学仏文
学会口頭発表， 1998年12月）
散文と詩のあいだーボードレール「タベの薄明」の三つの稿（第3回ボードレー
ル研究会． 於大阪大学， 1999年3月）
247 
山村嘉己
・フランス詩の歴史（その七）第三章十七世紀・古典主義時代（その一，バロッ
クの時代） （関西大学生活協同組合『書評』 113号， 1998年12月）
。フランス詩の歴史（その八）第三章十七世紀。古典主義時代（その二，古典
主義の形成） （関西大学生活協同組合『書評』 114号， 1999年4月）
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後記
山村嘉己先生が本年1月付けをもって退職されました。定年まで後2
ヶ月を残しての御退職でしたが，京都の単頂短期大学の学長職に就任依
頼があり，その職をお受けになられたからです。先生は昭和42年 (1967
年）に本学に助教授として就任され，その後昭和51年 (1976年）に教授
に昇進されました。ご着任以来32年と10ヶ月の長きになります。その間，
学部および大学院で，教養のフランス語と専門科目ではフランス文学の
講義・演習を担当され，学生，院生の教育に精魂こめてうちこんでこら
れました。御専攻は詩，とりわけ19世紀フランス象徴詩で， ランボー ，
マラルメ，ヴェルレーヌなどに対する造詣は深く， この分野における著
書・論文は先生の業績表にあるように，多数にのぽり，いずれもすぐれ
たものであります。近年は女性論（学）にも関心を抱かれ精力的に研究
され，この分野でも著書・論文は多数あり，確実な業績をあげておられ
ます。先生の女性論は文学と関連させつつ，文化論的な側面を多分に持っ
たものであると思われますが，大学教育論を含んだ文化論的な業績もあ
り，この方面でもいくつかの著書・論文・講演などがあり，先生の学問
的関心の幅の広さとその深さは敬意に値するものがあります。
一方，大学運営に関して，昭和50年4月から52年3月までと，昭和60
年10月から平成4年9月までの2度にわたる学生部長代理という重職を
務められるなど，献身的な努力によって大学運営に貢献されました。さ
らに昭和61年4月から本年1月まで人権問題研究員（うち平成6年10月
から同10年9月までは室長）の要職を兼ねられ，人権擁護の立場をとる
本学の姿勢に積極的にかかわり本学の社会的評価を高めるのに貢献され
ました。
平成1年の4月からは，文学部内に新しく発足した外国語研究機構の
方ヘフランス語の先生として移籍され，新機構の誕生に貢献されました。
なおこのような事情がありましたが，先生には平成1年の 4月から，関
西大学フランス語フランス文学科の会長職をおつとめいただきました。
このようにわがフランス語フランス文学科に長きにわたって貢献してい
ただきましたので，ここに「仏語仏文学」の27号をご定年退職記念号と
して刊行し，先生の学恩に感謝の微意を表す次第であります。
* * * 
本学会の1999年度研究発表会，総会および懇親会が， 12月22日（火）
午後1時より千里山第1学舎3号館5階AV・B教室で行われた。研究
発表会では4名の会員が下記の題目で研究の成果を発表された。質疑応
答があり，実り豊かな会になった。発表題目と発表者の氏名は次の通り
である。
【文学】
1. 「見者書簡」上の「女性の解放」について
本学非常勤講師新家 桂氏
2. 『マダム・エドワルダ』について
-Pierre という名をめぐって一—
本学非常勤講師和田 ゆりえ氏
3. 《見者》としてのミシェル・フーコー
天理大学助教授田中寛ー氏
【語学】
1. 「矛盾文」の発話機能 本学専任講師 大久保朝憲氏
研究発表会終了後は，総会にうつり，会長職が山村教授退職により前
原教授にバトンタッチされること，会則の一部変更などが討議され承認
された。引き続いて森助教授によって会計報告がなされたが， こちらの
方も承認された。
総会終了後は恒例の懇親会が， 5時半から新関大会館内のレストラン
「BonPlat」で開催された。多数の参加者があり，盛会だった。
（平田重和）
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関西大学フランス語フランス文学会々則
1. 本会は関西大学フランス語フランス文学会と称し，事務所を関西
大学文学部フランス語フランス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と．これ
に関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス語フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス語フランス文学科学生．およびその卒
業生（旧学科名称関西大学文学部フランス文学科の学生，およ
びその卒業生を含む）
4. 本会の趣旨に賛同し．入会を認められたもの
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ．その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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